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WebClass Ver 10.01c 追加機能と変更点 

（赤字：学習記録ビューア 青字：スマートフォン版 緑字：e ポートフォリオ） 

from10.00g 

追加機能 

【共通】 

1. 学習記録ビューアの追加プラグインとして、以下の 2 つを提供します。 

 教員免許取得を目指す学生さんを指導するための「教職履修カルテプラグイン」 

学生は、「面談」や「教職に関する活動」を記録し、 

年次ごとに、ルーブリックによる自己評価と次の課題を記入したカルテをまとめます。 

先生は、学生の記録を確認し、カルテにアドバイスを記入します。 

先生は介護実習や教育実習の指導資料を配布できます。 

≪カルテ画面のサンプル≫ 
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 対象の学生の WebClass での学習状況を、コースを跨いで表示する「WebClass ユーザ

活動情報プラグイン」 

担当している学生について、所属する全てのコースでの学習状況を表示したり、提出レ

ポートを一括でダウンロードできます。 

 

表示できるデータは、 

・コース内の学習期間 

・教材実行回数と時間 

・出席状況 

・提出レポート 

 

 

2. マニュアルのダウンロード方法及び、ダウンロード画面のデザインを変更しました。 

別途、学校様でご用意いただいたドキュメントへのリンクも一覧に追加できます。サポート

デスクにご相談ください。 

サンプルファイルは、マニュアルダウンロード画面からダウンロードできます。 

【先生】 

3. スマートフォン版のタイムラインで、先生が e ポートフォリオコンテナを作成できます。 

4. スマートフォン版のタイムラインで、先生は投稿の削除ができます。 

【学生】 

5. コースリスト画面の「参加可能なコース」などのコース一覧で、コース名の部分一致による

絞込み表示ができます。 

6. スマートフォン版の e ポートフォリオコンテナで、成果物が提出できます。 
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仕様変更 

【共通】 

7. 教材を新規作成する画面のプレビューフレームの文字列を変更しました。 

資料教材は「ページプレビュー」 

テスト教材は「テストプレビュー」「解説プレビュー」 

アンケート教材は「設問プレビュー」「解説プレビュー」と表示します。 

 アンケートの回答内容を確認したとき、解説フレームには「アンケートでは解説は

表示されません。」と表示します。 

 

 

8. スマートフォン版のコース一覧は、曜日順に表示します。時間割のイメージに近い表示にな

りました。 
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9. 掲示板教材の画面を改良しました。 

9-1 画面左の掲示板メニューが、「トップ」、またコース管理者には「管理者モード」「投稿件

数一覧」となりました。また、「新しい質問/テーマの投稿」ボタンをトップ画面上に移

動しました。 

≪トップ画面≫ 

9-2 テーマごとの記事画面で廃止した階層表示は、旧デザインのトップ画面と統合し[ツリー

表示に切り替え]として復活しました。 

≪ツリー表示画面≫ 

 9-3 テーマごとの記事画面は、階層表示を廃止して投稿日時で完全に並び替えられるように

なりました。 

  ≪テーマごとの記事画面≫ 

9-4 テーマごとの記事画面に「全て既読にする」ボタンを追加しました。ひとつひとつ既読

ツリー表示に切り替える 

「投稿日時で並べ替え」をク
リックするごとに、返信記事
の並びが、新しい順/と古い順
に切り替わります。 

全て既読にする 

質問/テーマ一覧に切り替える 

既読の返信は、折りたたまれて
いて、タイトルだけ表示されま
す。クリックして展開します。 

新しい質問/テーマの投稿 
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にする煩わしさがなくなりました。 

9-5 記事が更新されると、「既読」状態がリセットされます。 

10. 掲示板教材をコピーまたはインポートした時、投稿内容は継承しないようにしました。バッ

クアップ/レストアは、投稿内容も含めて復元します。 

11. レポート一括採点時、提出済みレポートと異なるファイル名の場合は、レポートを差し替え

られるようになりました。 

12. ピアレビュー機能の仕様を変更しました。 

 自分の回答が完了したメンバーとブランクレコードが作成されたメンバーがピアレビュ

ーに参加できます。 

 振り分け対象の回答に、ブランクレコードや未回答は含まれません。 

 提出者が特定し難いよう、採点画面に表示する採点対象の回答一覧は、ランダムな順番

で表示します。 

13. スマートフォン版のタイムラインで作成した簡易アンケート教材は、PC 版の画面に表示する

時に、自動的に「TIMELINE」というくくりの中にまとめます。[+]をクリックすれば展開し

て表示できます。 

 

14. システムオプションで学習記録ビューア機能が有効になっていなくても、追加プラグインを

設定した組織に所属するユーザのコースリスト画面にだけ、「教職履修カルテ」「コース活動

状況」などのリンクが表示されるようにしました。 


